
）

［ペットボトル・紙パック］ ［イイデス運動の実践］
スーパーマーケット、コンビニエンスストアなどの 使い捨て商品の使用を控えましょう。過剰包装やレジ袋、
お店や区役所などの「回収拠点」に出しましょう。 本のカバーなどを「イイデス！」と断りましょう。
ペットボトルは、平成１２年度から
「ステーション収集」も実施します。

［生ごみの減量］
食材の買い過ぎ、作り過ぎのないように努めま

そ しょう。堆肥化等により生ごみの減量を進めま
の しょう。

［紙製容器包装］ ペット 他
分別して、市の「資源収集」に ボトル・
出しましょう。 紙パッ ２２
平成１２年度から「資源 紙製 ク ごみ減量 ［集団資源回収活動］
収集」を実施します。 容器包装 ２ 「チャレンジ１００」 子供会、町内会、ＰＴＡなどの「集団

の推進 資源回収」に参加・協力しましょう。
１４ （新聞、雑誌、ダンボール、布類等）

［プラスチック製容器包装］
分別して、市の「資源収集」
に出しましょう。 プラスチック製 ８０ ［リサイクルステーション］
平成１２年度から「資源 容器包装 スーパーマーケットの駐車場等で開
収集」を実施します。 設している「リサイクルステーショ

３２ ン」を活用しましょう。
（新聞、雑誌、ダンボール、紙パッ

千トン ク、空きびん、空き缶、布類、食
品トレイ）

事業系ごみ
１１６ １４２ の減量と

［空きびん・空き缶］ 空きびん・ リサイクル
分別して、市の「資源収集」
に出しましょう。 空き缶 産
平成１１年５月から そ 受業 事業系 ３８ ［オフィス古紙のリサイクル］
全区で収集します。 ４６ の 入廃 ごみの 資源化可能な紙ごみは、再生ルート

他 中棄 全量有料化 に乗せましょう。
できるだけ、環境にやさしい「リターナブルび 止物 （市焼却施設へは搬入禁止）
ん（繰り返し使えるびん）」の商品を購入しま １５ ［生ごみの減量］
ょう。 ５ ４ 堆肥化等により、生ごみの減量を進

めましょう。
「不燃ごみ」の減量・リサイクル

空きびん・空き缶などの資源化を進
排出事業者責任で、適正に 排出事業者責任で、減量 めましょう。
資源化・処理しましょう。 ・リサイクルを進めましょう



市民・事業者・名古屋市の取り組み

１ 市 民 の 取 り 組 み

すぐにごみとなるものを買わないなど、極力ごみの発生を抑制するライフスタイルへの転換を図る。

不用となったものは適正に分別し、リサイクルできるものはリサイクルする。（新聞、雑誌、空き

びん、空き缶、ペットボトル、紙パック、食品トレイなど）

減 量 目 標
ごみ減量の実践行動 名 古 屋 市 の 取 り 組 み 実 施 時 期 等

１１年度 １２年度

使い捨て商品の使 買い物袋の配布など「買い物袋持 平成１１年度 千ｔ 千ｔ

用を控えたり、過剰 参運動」等を展開する。

包装やレジ袋、本の （過剰包装やレジ袋等の削減）

カバーなどを「イイ

デス！」と断るイイ

デス運動を実践す

る。

食材の買い過ぎ、 コンポスト容器、電動式生ごみ処 平成１１年度

作り過ぎのないよう 理機等の購入経費等の補助を行う。

に努めるとともに、 （生ごみの有効利用、ごみ減量意識

ご 堆肥化等による「生 の高揚）

み ごみの減量」を進め ○コンポスト容器及び生ごみ堆肥化

減 る。 促進剤専用容器

量 ３千円 １，０００世帯

チ ○電動式生ごみ処理機

ャ 半額補助（上限２５千円）

レ １，０００世帯 ８０ ８０

ン ○地域型生ごみ処理設備設置モデル

ジ 事業

１ 上限１，０００千円 ５団体

０

０ 地域の「集団資源 集団回収活動の事務経費助成とし 平成１０年１０月

の 回収活動」に参加、 て、回収量に応じ事業協力金を支給

推 協力する。 する。

進 （雑誌５円／㎏、その他３円／㎏）

「リサイクルステー 「リサイクルステーション」活動へ 平成１０年１０月

ション」活動に参 の事業協力金の拡充と開設場所の増

加、協力する。 設を図る。

（市民ボランティア団体がスーパー

マーケットの駐車場等で実施して

いる資源回収窓口）

回収品目

新聞、雑誌、ダンボール、紙

パック、空きびん、空き缶、

布類、食品トレイ

９年度１１か所、１５千円／回

１０年度２０か所、５０千円／回

１１年度２６か所、５０千円／回



減 量 目 標
ごみ減量の実践行動 名 古 屋 市 の 取 り 組 み 実 施 時 期 等

１１年度 １２年度

ごみのマナーを守 ごみ袋に透明・半透明袋を導入す 平成１１年秋以降

り、再生資源は必ず るとともに、コンテナボックス収集

リサイクルする。 を廃止する。

（ごみ分別排出の徹底と資源化の促

進）

空きびん・空き缶 空きびん・空き缶収集を全区で実 平成１１年 ５月 ３７ ４６

ご を「資源収集」に出 施する。

み す。

分

別 プラスチック製容 平成１２年度から容器包装リサイ 平成１２年度 ３２

の 器包装（ペットボト クル法の対象となるプラスチック製

徹 ルを除く）を「資源 容器包装（ペットボトルを除く）に

底 収集」に出す。 ついて、平成１１年度に「分別収

と 集」の準備を進める。

リ

サ 紙製容器包装（紙 平成１２年度から容器包装リサイ 平成１２年度 １４

イ パック・ダンボール クル法の対象となる紙製容器包装

ク を除く）を「資源収 （紙パック・ダンボールを除く）に

ル 集」に出す。 ついて、平成１１年度に「分別収

集」の準備を進める。

ペットボトル・ 現在実施しているペットボトル・ 平成１０年 ５月 １ ２

紙パックを「資源収 紙パックの「拠点回収」に加え、 （平成１２年度）

集」に出す。 ペットボトルの「ステーション収

集」を実施するため、平成１１年度

に準備を進める。

市 民 の 減 量 目 標 合 計 １１８ １７４



２ 事 業 者 の 取 り 組 み

事業者自己処理責任の原則のもと、事業所から発生するごみの抑制を図るとともに、ごみの適正分別・

リサイクルを行う。

ごみの減量・リサイクルに適した商品の生産・販売を進める。

減 量 目 標
ごみ減量の実践行動 名 古 屋 市 の 取 り 組 み 実 施 時 期 等

１１年度 １２年度

事業所から発生するご ① 廃棄物管理責任者講習会の開催 平成１１年 １月 千ｔ 千ｔ

みの減量と資源化を図 や事業所への立入指導により、 ３３ ３８

る。 「事業系一般廃棄物の減量・リサイ

クル」を促進する。

② 事業所から発生する新聞・ＯＡ 平成１１年 ２月

用紙など「資源化可能な紙ごみの

清掃工場への搬入を禁止」する。

③ 常時１日１０㎏以下は無料とし 平成１２年 ４月 １５

ている「事業系ごみの控除制度を

廃止」し、事業系ごみの減量を進

める。

④ 一般廃棄物の処理に支障が生じ 平成１１年１０月 ２ ４

ているため、「産業廃棄物（可燃

・不燃）の受入を中止」する。

事 業 者 の 減 量 目 標 合 計 ３５ ５７

３ そ の 他

減 量 目 標
施 策 名 古 屋 市 の 取 り 組 み 実 施 時 期 等

１１年度 １２年度

可燃ごみに排出されて 可燃ごみの中に排出されている 平成１１年 １月 千ｔ 千ｔ

いる古紙の資源化 「古紙を別途収集」し資源化を図 １０ １０

る。

市公共施設の生ごみ堆 市公共施設から発生する「生ごみ 平成１１年 １月 ４ ５

肥化、剪定枝の資源化等 の堆肥化」、公園・街路樹から発生

する「剪定枝の資源化」等を図る。

そ の 他 合 計 １４ １５

減 量 目 標 計 １６７ ２４６

ごみ処理過程での資源回収量 １２ １２

減 量 目 標 合 計 １７９ ２５８



４ 減量目標とごみ量・ごみ埋立量 （単位；千ｔ）

平成９年度 平成１１年度 平成１２年度

排 出 予 測 量 １，０３７ １，０４３ １，０５９

排 出 抑 制 量 １１９ １４２

減 資 源 収 集 量 １５ ４８ １０４

量

目 ごみ処理過程での資源回収量 １０ １２ １２

標

減 量 目 標 合 計 ２５ １７９ ２５８

減 量 後 の ご み 量 １，０１２ ８６４ ８０１ ２０万ｔのごみ減量

埋 立 量 ２７７ ２４８ ２２２

（注１）平成９年度の各数値は実績値。

（注２）平成１１年度・平成１２年度の排出予測量は過去１０年間の実績値から推計。



事業者としての名古屋市の行動（当面の主な取り組み）

１ 平成１０年度実施事項

局 別 事 項 説 明

総 務 局 本庁舎食堂への生ご ○ 市役所本庁舎の食堂から発生する生ご
み処理機の試行導入 みを堆肥化

４０㎏／日を処理

民 生 局 厚生院への生ごみ処 ○ 厚生院の給食業務から発生する生ごみ
理機の試行導入 を堆肥化

４０㎏／日を処理

建 築 局 市営住宅生ごみ堆肥 ○ 市営梅森荘始め１２団地にコンポスト容
化容器設置モデル事 器を７０基を設置し、住居世帯の生ごみを
業 堆肥化

教育委員会 給食用生ごみ処理機 ○ 学校給食から発生する生ごみの減量効
の試行導入 果等の状況を把握するため、学校に生ご

み処理機を試験的に導入
小学校 ４校

２ 平成１１年度実施予定

局 別 事 項 説 明

全 庁 ごみ袋の透明・半透 ○ ごみ分別とリサイクルの徹底を図るた
明化 め、本市施設で透明・半透明ごみ袋を使

用

総 務 局 市立大学病院への生 ○ 生ごみのうち、試験的に野菜くずを堆
ごみ処理機の試行導 肥化するため、生ごみ処理機を設置
入 野菜くず 年間約１８ｔ

農政緑地局 剪定枝等のリサイク ○ 街路樹の剪定枝をチップ化し、公園の
ル 植樹帯に敷きならす

チップ敷きならし ３．４ｈａ／年
○ 公園樹の剪定枝をチップ化し、公園の
植樹帯に敷きならす、落葉、芝草を堆肥
化及び敷きならす
チップ敷きならし ２４．１４ｈａ／年
落葉堆肥生成量 １，１８６

畜ふん等堆肥化装置 ○ 農業センターで発生する畜ふん、野菜
設置 出荷くず、レストランの生ごみを堆肥化

約４５０㎏／日を処理

教育委員会 給食用生ごみ処理機 ○ 学校給食から発生する生ごみの減量効
の試行導入 果等の状況を把握するため、学校に生ご

み処理機を試験的に導入
小学校 ２８校

交 通 局 地下鉄駅での分別回 ○ 地下鉄全駅でごみ箱を３点セット（新
収 聞・雑誌、ビン・カン、その他）に変更

し、ごみの分別と資源化を図る
２５７セット


